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組合トピックス

伊万里朝市協同組合
　伊万里朝市協同組合は、伊万里駅から徒歩７分の川沿いに位置する協同組合です。昭和
５１年に現在の場所に移転して以来、４７年間朝市を続けています。朝市の朝は早く、早朝
５時から始まります。スーパーがまだなかった頃は、５０を超える卸売りの業者が朝市に
出店し、買い付けに訪れる人であふれていたといいます。
　しかしながら、昨今は近隣にスーパーやドラッグストアなどの商業施設が増えたため、
朝市に出店する組合員が減少し、それに伴って来客数も減少、客層も変化していきました。
スーパーの登場によって、朝市という形を維持することが非常に難しくなっていく中で、
伊万里朝市協同組合には新規出店のお店が２店舗あり、組合に活気を与えています。
　現在出店しているお店は、松尾花店・前田餅屋・梶原青果店・自家製の野菜を販売する
香月さん、２０１８年にオープンしたパン屋さんの「ume pan」、２０２２年にオープンした
サラダとスムージーのお店「SUNNY SALAD」です。
　新しい組合員が加入したきっかけとして、「ume pan」は店長が組合に隣接するカフェ
のオーナーと先輩後輩の関係だったこと、「SUNNY SALAD」は店長のお母さんがもとも
と朝市に出店していたことが縁となり出店につながりました。新しいお店が出店してから
は、今まで来店が少なかった若い客層が増えており、組合として駐車場の床面の整備を行
うなど、より来店しやすい環境づくりにも取り組まれています。伊万里朝市協同組合では、
現在も新しい組合員を募集中です。ひとコマ単位で出店できますので、出店をご希望の方
がいらっしゃいましたら、午前中に組合まで直接お越しになり、お気軽にご相談ください。
　朝市の外観は、どこか懐かしい昭和レトロな倉庫の中に店舗と駐車場が配置されており、
川沿いのロケーションは静かで穏やかな時間が流れています。伊万里にお出かけの際はぜ
ひ、朝市にも立ち寄ってみてはいかがでしょうか。
　朝市という形ではありますが、「ume pan」、「SUNNY SALAD」は午後も営業していま
す。売り切れ次第終了になりますので、お早めにお越しください。

　今回の取材では伊万里朝市協同組合の松尾理事長にインタビューをさせていただきまし
た。ご協力ありがとうございました。

ume pan SUNNY SALAD

所在地
伊万里朝市協同組合
住所：佐賀県伊万里市伊万里町１７８−９
※各店舗で営業日・営業時間が異なります
　のでご注意ください。



　去る６月１６日（金）、佐賀市のグランデはがくれにおいて、県内事務局代
表者で組織する「佐賀県中小企業団体事務局代表者会」の第29回通常総会が
開催されました。
　総会の開会に先立ち、中央会の西岡専務理事から日頃の中央会事業運営に
対する御礼の挨拶を行いました。
　総会では、議長に藤会長（肥前陶磁器商工協同組合）が就任し、令和４年
度事業報告・決算報告、令和５年度事業計画・予算案について審議がなされ
ました。令和５年度の事業計画では、ウィズコロナ・ポストコロナ時代の新
たな生活様式に対応し、本会会員組合並びにその傘下の組合員企業が未来の
事業環境・ニューノーマル時代に対応するための一助となることを目的とし、
原案通り可決いたしました。

　審議終了後は、事務局から働き方改革推進支援助成金やBCP関連の情報提供をし、総会は終了しました。
　総会に続き、商工組合中央金庫佐賀支店より支店長井元淳司様、大樹生命保険株式会社佐賀支社より支社長
木下光美様、中央会と新たに連携協定を締結した三井住友海上火災保険株式会社佐賀支社長及川勝史様をご来
賓に迎えて交流懇親会が盛会に催され、ご来賓交えて会員同士大いに情報交換を行い、交流を深めました。
　業務ご多忙のなか、通常総会にご出席いただいた代表者会の会員の皆様、どうもありがとうございました。

　去る６月2７日（火）、大町町において、県内の外国人技能実習生を受け入れている組合で組織する「佐賀県
外国人技能実習生受入協議会」の第2４回通常総会が開催されました。
　総会の開会に先立ち、飯田清三会長から挨拶の後、飯田会長が議長に選出され議案審議に入りました。
　議案として令和４年度事業報告・収支決算、令和５年度事業計画・収支予算について審議がなされ、令和５年
度の事業計画の中では、会員組合の事業に関する情報交換を行う運営会議開催の他、昨年度から「技能実習制
度及び特定技能制度の在り方に関する有識者会議」において検討が進められている制度見直しに対する最終報
告書のとりまとめが終わった後に、制度見直しについての講習会を開催するなど、原案通り可決決定されました。
　また、今年は役員改選期にあたり、会長には引き続き佐賀ニット協同組合の飯田清三理事長が、副会長には
新たにモードサプライ協同組合の田中正春理事長が選任されたほか、幹事５名、監事１名が選任されました。
　また、上記議案審議の他ミャンマーの送出し機関であるジェイワークス株式会社代表のザジリン氏から取組
みの概要や送り出し実績・ミャンマー人の国民性等について紹介の後、技能実習制度に関する情報交換を行い
ました。

役　職 氏　名 組　合　名 組合役職
会　長 飯田　清三 佐賀ニット協同組合 理 事 長
副会長 田中　正春 モードサプライ協同組合 理 事 長
幹　事 大隈　正巳 葉隠アパレル協同組合 理 事 長
幹　事 徳田寿々馨 唐津アパレル協同組合 事 務 局
幹　事 土井　清美 佐賀経友会事業協同組合 事務局長
幹　事 濱村　礼子 サンセリテ事業協同組合 事 務 長
幹　事 松山　康則 トリゼン食鳥肉協同組合 事 務 局
監　事 長谷川　洋 佐賀西部アパレル協同組合 理 事 長

佐賀県外国人技能実習生受入協議会 第24回通常総会開催！

佐賀県中小企業団体事務局代表者会 第29回通常総会開催！

通常総会の様子

佐賀県中小企業団体事務局代表者会
会　長　藤　雅友（肥前陶磁器商工協同組合 専務理事）
会員数　29名
　事務局代表者会は、事務局を持つ佐賀県内の協同組合の事務局代
表者同士の交流と研鑽を目的に結成されました。
　加入等のお問い合わせは

事務局0952-23-４598（中央会 中島・北島）まで。

1



第62回中小企業団体九州大会・第75回中小企業団体全国大会のご案内

　九州・全国の中小企業者による決意表明と、国への中小企業対策の更なる拡充要請を行
うための「第６２回中小企業団体九州大会」、「第７５回中小企業団体全国大会」が今年も開
催されます。佐賀県からも是非、多くの中小企業団体関係者の皆様にご参加いただき、大
会の価値を高め、国等に対して効果的で意味のある、利用しやすい中小企業支援策等の創
設を働きかけたいと考えています。
　本会では九州大会・全国大会に併せ下記のオリジナルツアーを企画しております。皆様
のご参加をお待ちしております。

九州大会テーマ
連携の力で新たな挑戦～再生と飛躍に向けて～

開催日程：令和５年９月７日（木）１3時00分 ～ １６時30分
開催場所：シーガイアコンベンションセンター
　　　　　(宮崎県宮崎市山崎町浜山)
主　　催：宮崎県中小企業団体中央会
　　　　　九州中小企業団体中央会連合会

■参加費用
　○旅行費用（貸切バス代、宿泊費、懇親会費、昼食代、その他諸経費）　　　49,000円
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全国大会テーマ
つながる ひろげる 連携の架け橋 困難にチャレンジ！

未来の創造・地球との共生 
～仲間と共に希望をつなぐ 成長・躍動 新たな一歩～

開催日程：令和５年１0月１１日（水）１４時00分 ～ １６時30分
開催場所：仙台国際センター展示棟
　　　　　(宮城県仙台市青葉区青葉山無番地)
主　　催：全国中小企業団体中央会/宮城県中小企業団体中央会

■参加費用
　○大会参加料(大会運営費及び政策推進費として）　　　　　　　　　　　　　6,000円
　○旅行費用（交通費、宿泊費、懇親会費、昼食代、その他諸経費）　　　　 136,000円

参加費用合計　　  　 142,000円

・九州大会・全国大会のお申し込み期限は、令和５年８月９日（水）です。一部行程参加なども可能です。
　詳細は担当者（℡ ０９５２－２３－４５９８　中島・永野・石戸）までお気軽にお問合せください。
・旅行費用につきましては、参加予定人数に満たない場合、ご負担金額が変わる場合がございます。また申
　し込み後に取り消された場合は、全国大会参加料とキャンセル料をご負担いただくことをご了承ください。

◎留意事項
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中小企業連携組織等支援事業を活用しませんか！
　組合や業界での諸問題の解決、技術の向上や新商品・新サービスの開発
のために外部専門家（講師）を招いて研修会等を開催する費用を助成します！

補助対象経費　　　講師謝金、講師旅費、会場借料、借損料など
補助金額　　　　　上限20万円（総事業費の2/3以内）
募集期間　　　　　随時

【事業の概要】
　中小企業・小規模事業者等が取り組む革新的サービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善
を行い、生産性を向上させるための設備投資等を支援します。

補助上限：７50万円～１,250万円【通常枠】
補 助 率：１/２、小規模企業者・小規模事業者、再生事業者２/３【通常枠】
基本要件：以下の要件を全て満たす３～５年の事業計画を策定することが必要
　・給与支給総額を年率平均１．5％以上増加。
　・事業場内最低賃金を、毎年、地域別最低賃金+30円以上の水準とする。
　・事業者全体の付加価値額を年率平均３％以上増加。

【16次締切の公募期間】

　※詳しくは5P下のQRコード「ものづくり補助金HP」をご確認ください。

『活用事例』
・飲　食　店：寿司ネタである鮮魚の安定・安価な仕入のため業務用急速凍結機を導入。
・食品製造業：瓶ジュース製造の効率化のため、半自動キャッパー設備・新型王冠用エアー駆動
　　　　　　　打栓機・半自動ラベラー機を導入。
・食品製造業：みかんの缶詰製造時に果肉の選別やタネ等の異物混入確認を目視で行っていた。
　　　　　　　効率化のため高解像度のカメラとレーザーの複合センサーを搭載した果肉選別機
　　　　　　　を導入。

　その他多数の活用事例を5P下のQRコード「さがものづくり事例集」よりご確認いただけます。設備投資
をお考えの方は是非中央会までお問い合わせください。

佐賀県理容（生衛）
「世界大会金メダリストによる技術講習」

SAGA COLLECTIVE（協）
「エシカルに学ぶ商品開発について」

【活用事例】

まずはお気軽に
中央会まで

ご相談ください♪

ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金

お問い合わせ先：0952-23-4598

公募開始日 申請開始日 申請締切
令和５年７月２８日(金) １７時 令和５年８月１８日(金) １７時 令和５年１１月７日(火) １７時
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ＳＡＧＡのよかとこ ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　 ～ものづくり企業②～

福富製作所HP さがものづくり事例集
事業の詳しい内容はこちら

ものづくり補助金HP

　中央会では、平成24年度から始まった補正事業「ものづくり補助金」の地域事務局として、ものづくり・商業・
サービス分野において独自の事業展開に取り組む事業者を対象に、補助金交付や事業推進支援を行っていま
す。このコーナーでは、本補助金を活用して成果を上げておられる県内中小企業の皆様方をご紹介します。　

ユニットバス鋼板パネル加工のライン生産による生産性の向上

株式会社 福富製作所（協同組合戸上会 組合員）

　昭和13年に有限会社福富製作所として創業し、九州で最初に電機絶縁部
品の製造に取り組みました。
　現在は、プレス・溶接・板金加工を中心に様々な製品を手掛けています。

本事業への取り組みの経緯
　技術革新時代で業務内容が多様化するなか、LIXILのユニット
バス用鋼板パネル（売上比率77％）、重機用オイルフィルタ
（9％）、ホンダの二輪車用部品（10％）など様々な分野の製
品を手掛けています。そもそもユニットバスは全て受注生産
で、物件ごとのオーダーメイドのため一品一様の対応が求めら
れてきました。当社のパネルはロット生産で、ロットごとに段
取り替えが発生し、大量の仕掛け品発生で作業スペースが圧迫
され、取って・置く、運搬の無駄等が発生していました。これ
らの問題点を解決するために、ライン生産への切り替えが必要
だと考えました。

取り組み成果・波及効果
　新しく導入したタレットパンチプレス（通称“タレパン”）
は、以前から保有している同型の機械に比べ、プレス速度・送
り速度が約1.7倍にアップ。加工範囲も1.3倍にアップし、
40％の加工時間短縮が実現しました。省エネ・エコロジー構造
にもなっており、消費電力の削減、作動油交換が不要となって
います。また、以前はプログラム作成の際、図面からの手入
力・登録が必要で、手間がかかる上にミスも発生していまし
た。加工の多様化に伴い、複雑化するプログラミング作業をソ
フト導入で自動化し、省人化とミス防止につなげました。

補助金を活用してみて…
　ものづくり補助金を活用して設備導入したことで、生産性が
上がり、上記のとおり加工時間短縮・省人化・ミス防止・省エ
ネが実現し、実際に従業員の時間外労働もだいぶ減りました。
　申請手続きにはある程度時間がかかりましたが、それに見
合った成果が戻ってきたと感じております。

株式会社 福富製作所
住　所：佐賀県佐賀市巨勢町大字高尾81番地1
連絡先：TEL0952-24-3225／FAX0952-24-3231
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　インボイス制度が始まる令和５年1０月1日から登録を受けようとする事業者は、令和５年９月３０日ま
でに納税地を所轄する税務署長に登録申請書を提出する必要があります（令和５年９月３０日までに提出
した場合は、制度開始日である令和５年1０月1日までに登録通知がなかった場合であっても、同日から
登録を受けたものとみなされます）。
※登録通知が届くまで一定の期間を要することとなりますので、登録をお決めの方はお早目の申請をお勧めします。

　また、免税事業者が令和５年1０月２日以後の日に登録を受ける場合、登録申請書に登録
希望日（提出日から1５日以降の日）を記載することで、その登録希望日から登録を受け
ることとなりました。詳細は国税庁のHPをご覧ください。

★インボイス発行事業者の登録について

　中小企業・小規模事業者等の労働生産性の向上を目的として、業務効率化やDX等に向けたITツール
（ソフトウェア、サービス等）の導入を支援する補助金。

【補助対象事業者】
　中小企業・小規模事業者等

【補助対象ツール】
　事前に事務局の審査を受け、補助金HPに公開されているITツール（ソフトウェア、サービス等）が
対象。相談対応等のサポート費用やクラウドサービス利用料等も含む。

【補助額・補助率】
　◎通常枠…自社の課題にあったITツールを導入し業務効率化・売上アップをサポート　

【補助対象経費（通常枠）】
　ソフトウェア購入費、クラウド利用料（最大２年分）、機能拡張やデータ連携ツールの導入費用、導
入コンサルティングに係る費用など

　このほかにセキュリティ対策推進枠（対象経費：ITツールの導入費用及びサービス利用料）やデジ
タル化基盤導入枠（対象経費：会計ソフト、受発注ソフト、受発注システム等）があります。申請方
法や締切などの詳細はHPをご覧ください。

お問い合わせ：０５7０-666-３76（受付時間９：３０～17：３０/土日祝を除く）
※IP電話等からのお問い合わせ：０５０-３1３３-３２7２

★IT導入補助金について

　全国中央会では、中小企業庁の後援を受けて、毎年1２月第1日曜日に組合の職務の遂行に必要な知
識に関する試験を行い、合格者には中小企業組合士の称号を与えています。
　お申し込み方法などの詳細や、受験対策については中央会労働部までお気軽にご相談ください。
◎日時　令和５年1２月３日（日）
◎科目　組合会計、組合制度、組合運営

★中小企業組合検定試験のお知らせ

類型名 補助額 補助率
A類型 ５万円以上１５０万円未満 １/２以内
B類型 １５０万円以上４５０万円以下 １/２以内
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TG学園

作者：はこふぐ

①③

②④

中央会助成事業『取引力強化推進事業（課題対応支援事業）』のご紹介
　佐賀県中小企業団体中央会では、小規模事業者を主体とした組合等が、共同事業の活性化や受注
機会の拡大など「取引力」の強化を目標とした特徴的・先進的な事業を実施する際にその取組に助成
を行う「取引力強化推進事業」を実施しております。昨年度は県内２つの中小企業組合にご利用いた
だきましたが、そのうちの「佐賀県火災共済協同組合」様の取組内容に関してご紹介いたします。

佐賀県火災共済協同組合
テ ー マ：「組合愛称とシンボルマーク（ロゴ）の作成・周知によるブランド構築、共済加入推進事業」
取組内容：組合の知名度向上と取扱共済の認知度向上、組合事業の活性化、

ブランド構築につなげられるように親しみやすさを大切にする。
コンセプトからの思いと検討委員会での意見を取り入れ、『組合
愛称・シンボル（ロゴ）マーク・キャッチフレーズ』をトータルで
作成し、周知用のチラシを代理所や契約者等へ配布することで新
たな組合愛称とシンボルマークの周知を図る。

新しく作成された組合愛称とロゴマークのお知らせは裏表紙に掲載しておりますので、こちらもご覧ください。

※以下二次公募について（予定）
　令和５年度取引力強化推進事業は８月中旬より二次公募予定です。公募内容の詳細に関しては公募
開始とともに本会HP（右記HP）にて掲載しお知らせいたします。本事業を利用して取引力の強化実
施を検討する組合におかれましては、担当指導員にご相談の上で、事前に事業計画策定等の準備を行
う事をお薦めいたします。 中央会HP

8



（中央会）監事は原則として会計監査の他に業務監査をせんばです。でも、組合員の総数が
1,000人を超えない組合で、定款で監事の監査の範囲を会計に関するものに限定している場
合には、業務監査をせんでよかですよ。定款で監事の監査の範囲のところば確認してみてくだ
さい。会計監査は監査項目のチェックリスト等を活用してみてくださいね。

【連載】第 8回 組合 Q&A：監事の職務内容について

（組合員）このところ暑さが厳しくなってきたね。さっそく相談があるとけど、今日も教えてもらっ
てよかかな？

（組合員）今度から監事をお願いされたとけど、何をすればよかろうか。
総会の決算書だけ監査しとけばよかとかな。

【ちなみにばってん】
原則、監事には業務監査権限が付与されています。
ただし、組合員数が 1,000 人を超えない組合では、例外として、定款に会計監査に限定する旨の規定を設けた場合にのみ監査権限を
限定できるとされています。
したがって、監事の職務に関する規定そのものがない場合には、業務監査権限が付与されると解されます。

（中央会）本当に暑かですよね。しっかり水分ば摂って熱中症に気を付けてくださいね。
もちろんよかですよ。どがんことですか？

（組合員）わかった。そいぎ定款ば確認してみるね。組合のためにしっかりやらんといかんね。
ありがとう。
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　 =良い（DI>30%）、　 =やや良い（30%≧DI>10%)、　 =変わらない（10%≧DI>−10%)
　 =やや悪い（−10%≧DI>−30%)、　 =悪い(DI≦−30%)

景況NEWS
令和5年5～6月分

　中央会では、県内36業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告頂いた令和5年5～6月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（https://www.chuokai.or.jp/index.php/category/news-keizai/）
からもご覧いただけます。

5月、6月の傾向

佐賀県内中小企業36業界の景況

　今期（5-６月期）の月次景況調査結果について＜前月比＞DI（全業種）でみると、主要指標「売上高」は、5月は0で、４

月のマイナス2.9より2.9ポイント上昇し、６月も3.0と微増となった。「収益状況」は、5月は2.8、６月はマイナス１４.７と、こ

ちらはマイナス値に転じる結果となった。「業界の景況」についても、5月は5.６、６月はマイナス１７.７となり、こちらもマイ

ナス値に転じた。

　一方、＜前年同月比＞DI（全業種）をみると、「売上高」については、5月は25.0、６月は35.3と１４ヶ月連続でプラス値と

なった。「収益状況」については、5月は１9.４で、６月は１１.8となり、こちらもプラス値となった。「業界の景況」について、

5月は2.8、６月は5.9となり、前年と比べると回復基調が続いている。

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]−[減少]
25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 41.7% 41.6% 16.7% 25.0%
32.4% 38.2% 29.4% 3.0% 55.9% 23.5% 20.6% 35.3%

在庫数量
[DI]=[減少]−[増加]

20.0% 72.0% 8.0% −12.0% 20.0% 76.0% 4.0% −16.0%
8.3% 70.9% 20.8% 12.5% 16.7% 70.8% 12.5% −4.2%

販売価格
[DI]=[上昇]−[低下]

19.4% 72.3% 8.3% 11.1% 47.2% 41.7% 11.1% 36.1%
14.7% 79.4% 5.9% 8.8% 52.9% 44.2% 2.9% 50.0%

取引条件
[DI]=[好転]−[悪化]

2.8% 97.2% 0.0% 2.8% 16.7% 83.3% 0.0% 16.7%
2.9% 94.2% 2.9% 0.0% 8.8% 88.3% 2.9% 5.9%

収益状況
[DI]=[好転]−[悪化]

11.1% 80.6% 8.3% 2.8% 25.0% 69.4% 5.6% 19.4%
5.9% 73.5% 20.6% −14.7% 26.5% 58.8% 14.7% 11.8%

資金繰り
[DI]=[好転]−[悪化]

5.6% 91.6% 2.8% 2.8% 13.9% 83.3% 2.8% 11.1%
2.9% 91.2% 5.9% −3.0% 8.8% 85.3% 5.9% 2.9%

設備操業度
[DI]=[上昇]−[低下]

6.7% 80.0% 13.3% −6.6% 20.0% 73.3% 6.7% 13.3%
0.0% 86.7% 13.3% −13.3% 0.0% 86.7% 13.3% −13.3%

雇用人員
[DI]=[増加]−[減少]

2.8% 94.4% 2.8% 0.0% 8.3% 86.1% 5.6% 2.7%
2.9% 91.2% 5.9% −3.0% 8.8% 82.4% 8.8% 0.0%

業界の景況
[DI]=[好転]−[悪化]

16.7% 72.2% 11.1% 5.6% 22.2% 58.4% 19.4% 2.8%
2.9% 76.5% 20.6% −17.7% 23.5% 58.9% 17.6% 5.9%

●DI［景気動向指数］値（全業種）� 上段が5月分、下段が6月分

（調査票取りまとめ：令和5年７月１４日　情報連絡員総数3６名：5月回答数3６名：回答率１00.0％、６月回答数35名、回答率9７.2％）
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■��佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏
　  　5月の連休等もあり、人の活動が活発になり、お土産品、イ

ベント、行楽地関係等を含め、全体的に菓子の需要は増加した。
菓子の需要については、だんだんと戻ってきている。しかし原
材料関係や製造コストなど価格の高騰で、販売価格への転嫁や
商品規格の見直しは現在も続いているが、販売価格への転嫁遅
れもあるので厳しい環境は続いている。また現在不足している
たまごを使用した商品については、供給制限等もあり、工夫し
ながら製造されている事業者もある。(5月)

　 　例年だと梅雨の時期にも入り、菓子の需要は若干落ちてくる
が、今年は前年の当月よりは、菓子の需要は良かったし、人の
行動や観光地、行楽地、イベントなどで動きも少しずつ多くな
り、だんだんとコロナ禍前の状況に戻りかけてきて、全体的に
菓子の需要は上昇傾向になった。原材料及び製造コスト関係に
おいては、仕入価格の高騰で、厳しい環境なので、販売価格へ
の転嫁や商品規格の見直し、新製品の開発などは現在も続いて
いる。(６月)

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　山﨑みち子　氏
　 　佐賀県産酒類の国内出荷数量は清酒・本格焼酎共に前年対比

9７％となりました。R5年に入ってから対前年が毎月１00を超
えており、特に3月は大きく伸びたのでそれの反動もあっての
ことと思われます。(5月)

　 　佐賀県産酒類の国内出荷数量は前年対比で清酒１0６％、本格
焼酎１09％となり、輸出数量も本格焼酎及びリキュールが大
きく伸びています。６月の東京での佐賀酒きき酒会及び日本酒
フェア共に来場者数も増え反響よく、７月は初となる札幌での
試飲会を企画中ですので、佐賀酒の需要の回復及び拡大に期待
しています。(６月)

■佐賀県漬物工業協同組合　理事長　川原啓秀　氏
　 　連休で操業時間が短くなったので４月より売上げは落ちてい

るが前年度より売上がUPしている。価格改定を行ったところ
は利益率も改善しており収益状況が好転したと思われる。特に

連休中の観光需要が復活しお土産商材の動きや飲食店向けの食
材が動き出した。(5月)

■佐賀県漬物工業協同組合　理事長　広瀬忠伸　氏
　 　5月はコロナ5類移行をうけて概ね好調、特に観光地、道の

駅や直販所が活況を見せたが６月に入り、玉葱の収穫や田植え
の準備など農繫期に入り若干の減少が見られる。やはり農業県
佐賀の特性だと思われる。全体として概ね好調の様だが、最近
の異常気象の影響で農作物の収穫量の不安定化で原料確保、原
料価格高騰で利益率確保が難しく思われる。（６月）

■佐賀県製粉製麺事業協同組合　理事長　井上義博　氏
　 　６月より小麦粉の価格が上がる。(5月)

■嬉野茶商工業協同組合　理事長　中山明則　氏
　 　今月は新茶の仕入、販売も終り、一息ついた所です。本年度

は天気に左右され、業界全体に厳しくなっています。しかしな
がら、コロナの影響も少なくなり、観光客も増加しており今後
の売り上げが上昇することを期待しております。また、いろい
ろな経費・人件費が上昇することで収益を圧迫し、中小企業に
は痛手になると思われます。(5月)

　 　２番茶の生産が続いており、価格的には安くなっていて販売
しやすくなっています。しかしながら、まだ景気が回復してお
らず売上に直結していない状況です。(６月)

■諸富家具振興協同組合　副理事長　平田尚二　氏
　 　コロナ規制も連休明けに5類への緩和措置が取られ、経済も

回り始めた状況である。インテリア業界内でも、海外へのビジ
ネス出張が再開し始めてきた。業界の景況感は、先月と変化は
なく、法人向けの事業所は忙しい状況が続いている。一般消費
に関しては、まだまだ財布の紐が固く厳しい状況が続く。一般
消費の盛り上がりには、多少時間がかかると思われるが、法人
や官公庁案件に関しては、積極的な動きが見られるので、情報
をしっかりと収集しながらタイムリーな提案による受注を確保

前月比ＤＩの推移（全業種）

前年同月比ＤＩの推移（全業種）

●DI〔景気動向指数〕値の推移
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していきたい。(5月)
　 　コロナの5類移行から約2ヶ月が経過し、ビジネスも平常に

戻った感がある。資材に関しては高止まりの状況で、為替の円
安が気になる。物流面では、海上輸送は通常に戻りつつあるが、
国内輸送は燃料費や人件費と、これからの規制問題でなんとも
動きが見えない。製品の流通に関しては、コロナの巣篭もり需
要による先食いからなのか、一般消費財の値上げラッシュによ
る買い控えなのかはわからないが、依然として厳しい状況が続
いている。建築プロジェクトに伴う法人需要は、インバウンド
需要を見据えた投資による需要につながっている。今年の秋も、
昨年の様な値上げがすでにアナウンスされていることを考える
と、インテリアに対しての購買はまだまだ厳しいと考えざるを
得ない。(６月)

■ 佐賀県紙業振興協同組合　事務局　松尾雄一郎　氏
 　 　コロナの5類移行に合わせ人流の増加が影響し、売上が増え

ているように思われる。しかしながら、原材料や副資材等の値
上げにより、利益については厳しい状況が続いている。(5月)

　 　今年度に入ってから売上は前年を上回り、コロナ前の水準に
戻りつつあるが、原材料・副資材値上げによる製品の価格転嫁
によるものが大きく、受注数は伸び悩んでいる。(６月)

■ 佐賀県印刷工業組合　理事長　真崎俊夫　氏
 　 　コロナ感染症も5類に移行し、経済活動も日常を取り戻しつ

つある中で少しずつ印刷需要も回復してきた。しかし、チラシ
に関しては数量が減り紙も薄紙にする事で極力コストを抑える
傾向が増え、値上げ（紙、材料代）はしたものの売上は伸び悩
んでいる。官公庁の印刷物で多く使用されている再生紙は製紙
メーカーの製造体制や古紙の入荷量などの影響により、入荷が
困難な状況が続いており、グリーン購入基準の見直しを求めて
いる。(5月)

　 　5月に比べ６月は受注・売上共に動きが悪く減少した。用紙
代の値上げに伴い、数量を減らして印刷し、デジタル（PDF）
と併用して納品することが増えてきた。ペーパーレスがますま
す進み、デジタルでの情報発信が増えてきているように感じる。
用紙の販売状況においてもその傾向が顕著に表れており、事務
用印刷である伝票類は特に減少が著しい。包装用印刷も簡易包
装が進み販売様式が大きく変わってきているようだ。（６月）

■佐賀県陶磁器工業協同組合　業務課長　山口善広　氏
　  　業務用食器の需要は順調に回復している様子。技術職の人材

不足が慢性化しつつある。(5月)
　 　コロナが落ち着き、人の流れが出て来て、宿泊、飲食共に伸

びている。また、インバウンドの影響でかなり海外からの受注
も増加しているようだ（特に中国）。ただ、今後中国の経済状
況によって下振れする可能性もある。今、収益が落ち着いてい
るうちに次の手を考える必要がある。(６月)

■肥前陶土工業協同組合　事務局長　一ノ瀬秀治　氏
　 　5月の陶土共同販売高は対前年同月比約１１9.5％、対前月比

約１00.8％で推移する見込み。陶土の荷動きとしては、稼働日
数による若干の増減はあるもののほぼ横這いの動き。陶石の採
掘から陶磁器の製造まで各業態における高齢化からの労働力の
低下が進んでいて、コロナ後の需要増の話も耳にするものの生
産能力が落ちていて陶土の出荷増に結びついていないのが現状
のように感じる。(5月)

　 　６月の陶土共同販売高は対前年同月比約１05.3％、対前月比
約99.3％で推移する見込み。前月からすると稼働日数の増加
分だけ販売額+伸びるはずなのだが、荷動きが悪いように感じ
る。昨年１0月の価格改定により、約20％価格が上昇した事を
考慮したうえで、前年同月比約5％増加に留まっている事から
も荷動きの悪さが伺える。(６月)

　　
■佐賀大和工業団地協同組合　事務局長　中村耕三　氏
  　 〇当団地は、金属加工、機械部品製造、印刷業の企業が主であ

るが、売上面は、前月比は「減少」となり、減少傾向が強くなっ
た。前年同月比は全体的に「不変」となったが「増加」の割合
も相当あった。受注単価等の販売価格は、前年同月比では、全
体的に「上昇」傾向が継続している。

　 〇当団地の共同受電（１9社中、１７社が利用）電力使用量合計
の推移では、前年同月比が、2月92％、3月9４％、４月9６％と
減少傾向が続いたが5月は１00％に回復した。しかし、5月分
の電力会社からの請求金額は、前年同月比、約１.3倍と負担増
が続いている。(5月) 

　 〇売上面は、前月比は「減少」傾向が強かった。前年同月比は

一部減少もあったが「増加」の割合が高かった。受注単価等の
販売価格は、前年同月比では、全体的に「上昇」傾向が継続し
ている。

　 〇共同受電電力使用量合計の推移では、前年同月比が、3月
9４％、４月9６％、5月１00％と増加が続いたが６月は9４％に減
少した。なお、６月分の電力会社からの請求金額は、前年同月比、
約１.2倍と負担増が続いている。(６月)

■唐津鉄工団地協同組合　事務局長　渡邊浩布弥　氏
　 　鋼材を取り巻く環境として、建築分野においては人手不足に

よる図面遅れや物件の工期ズレ、設備投資意欲の鈍化などの話
はあるものの、大型案件中心に堅調に推移するものと想定され
メーカーの夏季減産も控えるなか、市況は大きな変動無く、当
面は推移するものと考えられます。鋼板分野では建機、産機等
の需要は底固く推移していますが、鉄鋼メーカーの一部で設備
更新による休工計画があり、供給量の減少が想定されることか
ら、製品市況は現状維持で推移するものと思われます。(5月)

　 　鋼材を取り巻く環境として、建築分野においては大型案件中
心に堅調に推移するとみられるも中小案件は依然として出件数
は少なく、中小ファブは苦戦を余儀なくされている状況です。
そのため流通も荷動き悪く、加工賃転嫁を検討しているものの、
実施には時間がかかっている状況です。鋼板分野では建機、産
機などの需要は底堅く推移していますが、東京製鉄の７月売り
出し価格が下がったことで、市中への影響が懸念されています。

（６月）

■肥前陶磁器商工協同組合　専務理事　藤　雅友　氏
 　 　5月は、前月比92.02％、前年対比１１9.9６％。コロナ前と比

較した数字でも１１４.09％と動きとしては出てきた。ただ、需
要の回復に伴い、生産が追いつかず供給不足が懸念される。定
番商品に加え、今回は店舗のリニューアルによる仕入れ商品や、
新規物件としてチェーン店等の取引などが見られた。(5月)

　 　６月は、前月比１00.６2％、前年対比１0６.3６％。新型コロナ
の「5類」移行に伴う経済活動正常化により、ホテル・旅館、
飲食業への高い期待も見られる。中国向け商品は数字を依然け
ん引し、企画商品関係などは在庫補充も含め良い数字が掴めて
いる。まだまだ供給不足が見られる状況ではある。業務用は動
きとしては、全体的に良くなりつつあるのではないかと見てい
る。(６月)

■佐賀青果食品協同組合　理事長　眞﨑喜隆　氏 
　 　大型連休で、後のコロナが心配ですが、5類に変わって感染

者の報告もなくなり、わからなくなって心配な事もあるが、飲
食店や一般の方たちもやや落ち着いてきたようで、納先や消費
者の方々も動くようになり、少しずつ売れるようになって来た
と思われる。しかし、まだまだ以前のようにはなっていない。
また店内や納先に行ってもマスクは外せない状態である。まだ
まだ販売する方も、マスクは必需品である。当組合も、会場を
借りての総会ができ組合員さん達も喜んでくれた。総会の時に
インボイスや電子帳簿については、日を改めて講習会や説明会
をしていくと話した。(5月)

　 　６月になって、青果物の販売は、前年とほぼ同じくらいで推
移している。また、マスク着用については、競りの参加者は着
用するようにお願いしている。競りの参加者以外は、個人の自
由としている（国の方針でありマスク着用は強制していない）。
いよいよインボイスが１0月から始まる為、組合で講習会を考
えているが、役員会をしてからの決定となる。６月にインボイ
スの件で知人や組合役員数名と話をしたが、詳しい内容は完全
ではなかった。(６月)

■協同組合ショッパーズかんざき（鮮魚）　理事　坂田重利　氏
　 　節約志向が定着し、売上が伸びず。気候変動の影響で入荷量

が減少。イサキ、いわしが多少多めの入荷量となっている。(5月)
　 ・売上額が上昇傾向にある。すぐに食べられる商材が売れる。

刺身、寿司（海鮮丼、海鮮巻）、珍味。・有明産海茸が１７年ぶ
りに期間限定で解禁になり、売上増に貢献した。(６月)

■佐賀県石油商業組合　事務局長　森永伸一　氏
　  ・エネ庁調査による県内の5月分ガソリン平均単価は１６６.2円

で全国平均の１６8.0円よりも１.8円ほど安い。（5月）
 　 ・エネ庁調査による県内の5月分ガソリン平均単価は１６７.７円

で全国平均の１６9.8円よりも2.１円ほど安い。・原油価格の大
幅な変動はないものの、円安加速により仕入れ価格は上昇。ま
た、「激変緩和」補助金の減額縮小も仕入れ価格上昇要因（現
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在１リットルあたり9.７円の補助金も9月末に0円になる）。小売
価格への転嫁が追いつかず粗利が減少。（６月）

■佐賀県食肉事業協同組合　事務局長　吉田さおり　氏
　 　コロナが5類相当に移行してから１か月近くたったが、組合

員店舗においては大きな変化は見られない。お客様の多くが変
わらずマスクを着用している。ただ、ホテルなどに納品をして
いる組合員店舗からは若干ではあるが、納品量が増えた。但し、
精肉が全体的に以前より価格が高騰しているため、経営的には
あまり変化はない。（仕入れ価格が高騰しても売値にあまり反
映できない状況）(5月)

　 　インボイスの申請を組合員店舗に向けて情報発信を行い、そ
れと同時に組合員のインボイス番号を把握するべくアンケート
を行い回収中であるが、インボイス番号を取得していない店舗
が思ったより多く、再度申請を促すための情報発信を行ってい
る最中である。小売店泣かせと言われているインボイスではあ
るが、申請しておけば不利にはならない事をきちんと伝えなけ
ればならないと考えている。(６月)

■伊万里駅通商店街振興組合　理事長　本岡一蔵　氏
　   　今期は役員改選で当組合三役全て一新され大きく世代交代い

たしました。ただ新規加入者等の人員増はなく廃業・終業が相
次ぎ縮小傾向は続いています。(5月)

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　保利昌宏　氏
　 　６月2日（金）に開催された商工組合第４9回通常総代会、並

びに3月23日（木）に開催された振興会第４回理事会において、
令和5年度の予算及び事業計画がそれぞれ承認された。商工組
合における新年度の重点事業として、１.共同経済事業対策、2.事
業経営基盤強化対策の二つの事業が定められ、この重点事業を
中心に諸事業を展開することとしている。振興会における新年
度の重点事業として、１.業界振興・活性化対策、2.業界健全化
対策、3.ICT化促進対策、４.環境保全・省資源対策、5.自動車
使用者対策、６.整備技術の向上対策の六つの事業が定められ、
この重点事業を中心に諸事業を展開することとしている。(5月)

　 　自動車整備に携わる人材の確保育成を図るための産学官によ
る「令和5年度第１回佐賀県自動車整備人材確保・育成連絡会」
が６月29日（木）に開催され、情報の共有及び意見交換を行った。
当連絡会では、毎年実施している高等学校の訪問について、今
年度は７月から、国（佐賀運輸支局）と共に佐賀県内の高等学
校の校長等を直接訪問し、自動車整備の仕事の社会的重要性、
将来性について説明を実施することとなった。(６月)

■佐賀県クリーニング生活衛生同業組合　理事長　坂本豊美　氏
 　 　高齢組合員さんの店舗閉店があった。今回、夫婦共の入院の

ため厳しい業界になりつつあります。(5月)
　 　梅雨最中のため集配困難時期。預かる品々にも湿気のためカ

ビが酷い。保管のための品々等の納めもできないため、資金繰
りも厳しい状況です。（６月）

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　主任　中島千鶴　氏
 　 　前年比では売上が増加したものの、ゴールデンウィークに

思ったより客足が伸びなかったというサロンが見受けられた。
コロナ禍後の個人消費が観光やレジャー、会食などの方に伸び
たためと思われる。ただ外出の機会が増えるにつれ、美容に対
する支出も必ず伸びるため、今後はさらなる材料・光熱費の高
騰に耐えうる売上を期待したい。(5月)

　 　６月は地域によっては田植えの季節となり、売上が伸びない
月でもある。全体的には堅調に推移しているが、物価の上昇が
続いていることもあり、資金繰りに余裕とまではならないよう
だ。日本政策金融公庫のコロナ枠融資の返済が始まる組合員よ
り、猶予期間を延長したいとの相談もあった。(６月)

■唐津市旅館協同組合　理事長　松下隆義　氏
　 　佐賀の支援がある為、少々お客が増えています。週末連休は

お客が多いようです。(６月)

■佐賀県ソフトウェア協同組合　事務局長　坂井貴紀　氏
　 　組合全体の売り上げや利益はプラス方向に向かっているが、

ソフトウェアの値上げなどによる原価率の上昇で大幅な回復に
は至っていない。ただ、前年同期と比べるといい状態で年度始
めを迎えられたと思う。人材不足の課題は、新卒で確保できる
部分もあるが、経験者が欠けた場合の中途採用が厳しい状況に
ある。人材が隣県に流れる傾向にあるため、どうやって人材を
確保して事業を継続していくかを考えていかなければならな

い。(5月)
　 　売り上げや利益は、増加している印象だった。原材料価格は

上がり続けており、売価に反映させる企業も見られた。人材不
足も続いており、各社工夫しながら採用活動を行っている。今
後は１0月に照準を置いたインボイス制度の駆け込み需要が予
想され、開発や納品が増えて利益がプラスに転じると思われる。
(６月)

■ 佐賀県建設工業協同組合　常務理事　島内俊幸　氏
　 　令和5年5月の公共事業は、件数では、前年同月比で25.3％

の減、前月比で１６.8％の減、請負額では、前年同月比5１.６％
の減、前月比７４.2％の減となっている。令和5年４月の住宅着
工は、戸数では、前年同月比は１１.5％の増、前月比で１50.４％
の増、工事費では、前年同月比は92.４％の増、前月比で
１5１.8％の増となっている。(5月)

　 　令和5年６月の公共事業は、件数では、前年同月比で１４.5％
の減、前月比で39.9％の増、請負額では、前年同月比１１.0％
の減、前月比１22.１％の増となっている。令和5年5月の住宅着
工は、戸数では、前年同月比は29.3％の減、前月比で４9.７％
の減、工事費では、前年同月比は６.１％の減、前月比で６5.６％
の減となっている。(６月)

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
　＊ 業況…手持ち工事量が１ヶ月～７ヶ月、工事稼働率は80％～

１00％と前月と変わりない。見積件数が少なく、夏以降の仕
事量に不安材料が出ている。

　＊ 動向…2022年度の鉄骨需要は前年比１７.４％減の４32万ｔと
なっている。中小規模の物件が少なく、地方物件や中小規模
物件をメインに受注する企業が厳しい状況。

　＊ 問題点…鋼材、電力などの物価上昇分の価格転嫁や工程のず
れ、建設分野に適用される残業時間の制約など課題が多くあ
る。また、人材不足についても大きな課題である。(5月)

　＊ 業況…組合員各社の手持ち工事量は１ヶ月～６ヶ月、工事稼
働率は50％～１00％と前月より工事量、稼働率とも落ち込
んでおり、企業間の格差が大きくなっている。

　＊ 動向…中小物件が少ない状況が続いている。夏場以降の仕事
量に影響が出るのが懸念される。公共工事も前年より少ない。

　＊ 問題点…多数の企業において人材不足が問題となっている。
人材確保に向けた取組が重要課題である。(６月)

■佐賀東部管工事協同組合　事務局長　大串哲也　氏
　 　４月期の公共工事受注件数及び受注額が多かった為、5月期

は前月前年比共に減少している。６月期以降の早期発注を期待
するところである。(5月)

　 　６月期も前月期同様、公共工事受注件数及び受注額共に減少
している。今後の早期発注に期待している。(６月)

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　大江孝文　氏
　（１） 　荷動きは、青果等の動きが良かったことから全体的に例

年並みであったと思われる。
　（2）   　軽油価格は、対前月比１円/ℓ程度下がったが対前年比で

は、ほぼ変わらず依然として高値が続いている。原油相場
は、下がってきているものの円安が進み燃料価格が下がら
ない要因ともなっている。また、緩和措置は9月末で終了
予定であり、今後の動向に注視していきたい。(5月)

　（１） 　荷動きは６月に入り、九州発の動きが悪く、運賃も本来
であれば値上をしなければならないのが、運賃のダンピン
グが行われていた。

　（2） 　軽油価格は、昨年より若干下がっているが、5月より3～
5円/ℓ上がっている。今後も値上がり傾向であり、収益面
が懸念される。(６月)
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■佐賀県石材工業協同組合　全国中央会へ要望書提出
　佐賀県石材工業協同組合は令和５年6月1４日に全国中小企業団体中央会に対し、軽
油引取税の課税免除措置の期間延長、あるいは恒久化について総務省および経済産業
省に要望をしていただくよう依頼しました。

　令和５年7月２1日に佐賀県キット利用協同組合に
て、1０月1日から開始されるインボイス制度の導入に
伴い、制度の概要・導入による事業者への影響や事務
に係る確認事項などについて講習会を行いました。
　中央会ではインボイス制度をはじめとして、各種制
度改正に対応するため専門家を派遣する事業を行って
います。
　詳細はお気軽に中央会までご相談ください。

■インボイス制度講習会の開催（令和４年度事業環境変化対応型支援事業）

■三井住友海上火災保険㈱佐賀支店と連携協定を締結
　令和５年３月２８日に三井住友海上火災保険㈱佐賀支店と連携協定を締結、推進代
理店制度を導入しました。優良な代理店を推薦するとともに、中央会の会員組合に対
し業務災害保険等の団体保険割引制度の普及推進を進めていきます。

■SAGA2024国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会への協賛
　令和５年５月16日、福岡会長・樺島副会長・西岡専務理事がSAGA２０２４実行委員
会会長の山口知事を訪問し、SAGA２０２４の「オフィシャルサポーター」として企業
協賛することを報告いたしました。今後、佐賀県中央会ではSAGA２０２４の趣旨に賛
同し、佐賀県を盛り上げていきたいと考えています。
　SAGA２０２４は国体の愛称で親しまれてきた国民体育大会が、「国民スポーツ大会」
へと名称を変えてから初めての大会となります。正式競技は、競技得点の合計を競う
都道府県対抗形式で行われ、佐賀県全域で各種競技を開催し熱戦が繰り広げられます。

◆開催日程
　国スポ　　２０２４年1０月　５日（土）~1５日（火）
　全障スポ　２０２４年1０月２6日（土）~２８日（月）

佐賀県中央会の活動動向

14



組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.258
令和5年７月31日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒8４0−082６　佐賀市白山2丁目１番１2号

佐賀商工ビル６階
TEL.0952−23−４598   FAX.0952−29−６580

URL http://www.aile.or.jp　E−mail staff@aile.or.jp
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たら中央会総務部までご一報ください！

編集後記
　梅雨も明けて日中の暑さも厳しくなってきましたね。私は暑いのが
苦手なので、休日は涼しい部屋で日がな一日ごろごろしています。
　つい先日もそうやって休日を過ごしていたら、お昼頃だんだん頭痛
がし始めました。私は一日中寝ているのが原因かなと思い軽くスト
レッチをすることに。ところが、頭痛は増すばかりか足もつるように
なってきて、そこで気づいたのです。「今日水飲んだっけ？」と。思い
返せば寝起きの水１杯しか飲んでおらず圧倒的水分不足に陥っていま
した。そこから慌てて水分・塩分を摂取しながら一日を過ごしました。
　後になって振り返れば、私は軽い熱中症のようになっていたのだと
思います。涼しい部屋にいるとついつい水分補給を忘れがちですが、
気を付けていこうと思える出来事でした！
　皆さんもこれからまだまだ暑い日々が続くので、熱中症には気を
付けて夏を乗り越えてください。(S.N)

　　　これからの行事・イベント
【鎮西町夏まつり　波戸岬花火大会】
日　程：８月26日（土）
開催地：唐津市鎮西町波戸（打ち上げ場所）　
主　催：鎮西町夏まつり実行委員会　TEL:0955−53−7155
　毎年恒例の花火大会です。波戸岬の夜空を約2，500発の花火が彩ります。詳細は未定ですが、夏休みの最
後に例年多くの人が訪れる夏祭りです。

【第38回富士町古湯映画祭】
日　程：９月中旬　※詳細未定
開催地：フォレスタふじ　
主　催：富士町古湯映画祭実行委員会事務局　TEL:0952−58−2111
　富士の大自然の中で様々なテーマの映画が上映されます。例年トークショーなどのイベントも好評です。
古湯温泉の宿や温泉と一緒に映画を楽しんでみてはいかがでしょうか。

※変更や中止等もございますので、詳細は各主催者にお問い合わせください。

令和6年3月新規学校卒業者の採用についての要請
　令和５年５月3０日、佐賀県知事、佐賀県教育委員会教育長、佐賀労働局長の連名で、「令和6年3月新
規学校卒業者の積極的な採用、魅力ある職場づくりの推進及び公正な採用選考について」
要請がありました。
　この要請は高校卒業予定生徒を対象とする求人の受付が開始される6月１日に合わせ
て行われているもので、重河真弓佐賀労働局長は、新規高卒者の初任給が福岡県や全国
平均と比べて少ない状況であること、佐賀
県の若年者人口が減少傾向であることを、
資料を基に説明され、「中・長期的な観点
からの継続的かつ積極的な採用と、『働き
がい』『働きやすさ』を意識した魅力ある職
場づくりをお願いしたい」と述べられたほ
か、生徒の職業や職場への理解を深めるた
めの応募前職場見学の積極的な受け入れ
を要請されました。
　要請書の全文については本会ホーム
ページに掲載しておりますのでご覧くだ
さい。 （写真右から、佐賀県総務部長（当時、現 教育長） 甲斐直美様、佐賀県産業労働部長 

　　　　　　 寺島克敏様、佐賀労働局長 重河真弓様、西岡剛志中央会専務理事）
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